
昨
年
は
改
元
が
あ
り
、
「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
元
号
に
な
っ
た
。
私
が
所

長
を
務
め
る
別
府
大
学
ア
ジ
ア
歴
史
文
化
研
究
所
主
催
の
講
演
会
「
「
令
和
」

の
元
号
と
「
万
葉
集
」
」
を
昨
年
十
月
二
十
六
日
に
別
府
大
学
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー

ル
で
お
こ
な
い
、
一
般
の
聴
講
者
も
含
め
て
、
多
く
の
方
に
聴
講
し
て
い
た
だ

き
盛
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
元
号
に
対
す
る
、

一
般
の
方
々
の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
講
演
会
で
は
、
本
学
文
学
部
史
学
・
文
化
財
学
科
の
宮
崎
聖
明
准
教
授

が
「
「
元
号
」
に
つ
い
て
Ｉ
中
国
に
お
け
る
そ
の
起
源
と
展
開
ｌ
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
御
専
門
の
中
国
史
の
視
点
か
ら
御
講
演
を
さ
れ
、
本
学
文
学
部
国
際
言

語
・
文
化
学
科
の
浅
野
則
子
教
授
が
「
「
令
和
」
の
元
号
と
『
万
葉
集
崖
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
御
専
門
の
『
万
葉
集
』
研
究
の
視
点
か
ら
御
講
演
を
さ
れ
た
。

(2020年３月）

本
号
で
は
、
本
学
大
学
院
歴
史
学
専
攻
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
福
永
素
久
氏
（
杵
築

市
教
育
委
員
会
）
が
、
力
作
の
原
稿
を
寄
稿
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

、
《
ノ
。

「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
元
号
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
テ
レ

ビ
番
組
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
専
門
の
歴
史
学
者
が
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
る
な
ど
、

ゆけむり史学第１３号

般
視
聴
者
層
の
日
本
史
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
た
、
と
言
え
よ

『
ゆ
け
む
り
史
学
』
第
十
三
号
の
刊
行
に
よ
せ
て

白
峰
旬

福
永
氏
は
城
郭
史
が
御
専
門
で
あ
り
、
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
歴
史
学
専

攻
の
在
籍
時
に
は
、
私
の
指
導
の
も
と
で
修
士
論
文
を
提
出
さ
れ
た
。
福
永

氏
は
現
在
、
全
国
規
模
の
城
郭
関
係
の
学
会
で
も
活
発
に
発
表
を
さ
れ
て
い

る
。
昨
年
に
は
別
府
大
学
史
学
研
究
会
の
第
三
回
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
、
別
府

大
学
史
学
研
究
会
の
大
会
（
令
和
元
年
七
月
二
十
日
、
於
別
府
大
学
三
二
号
館

五
○
○
番
教
室
）
で
は
、
そ
の
受
賞
記
念
講
演
と
し
て
「
大
分
の
中
世
城
館
Ｉ

こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
故
郷
の
城
跡
ｌ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
非
常
に
意
義
の
あ
る

講
演
を
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

こ
の
よ
う
に
、
本
学
大
学
院
歴
史
学
専
攻
の
Ｏ
Ｂ
の
方
が
、
大
学
院
修
了
後

も
御
研
究
を
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
学
大
学
院
歴
史
学
専
攻
の

教
員
と
し
て
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
に
期
待
し
た

い
◎
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